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１ 新型コロナウイルス感染症の５類感染症移行後の対応について 

 

（１）主な変更点 

  ア 入院 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

イ 外来 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）病床確保等の状況（令和５年６月１日現在） 

病院名 確保病床数 累計受入患者数 

中央病院 4床（最大で80床） 1,109人 

こころの医療センター 3床（最大で13床） 74人 

こども病院 3床（最大で10床） 134人 

 

 

 

  

 

 

 病 院 ５類移行前 ５類移行後 

面 会 

中 央 禁止 予約制で再開 

こころ 
制限付きで実施 ５類移行前の体制を継続 

こども 

入 院 前 の 

患者に対する 

ＰＣＲ検査 

中 央 事前に実施 
不要 

 (有症状、一部の濃厚接触者に対してのみ実施) 

こころ 入院時に抗原検査、入院３日目にPCR検査 ５類移行前の体制を継続 

こども 有症状、濃厚接触者に対して実施 有症状者に対して実施 

 病 院 ５類移行前 ５類移行後 

陽性患者の 

受診禁止期間 

中 央  発症後6日目から感染症対策をして受診可 

こころ 発症後１０日間受診禁止 ５類移行前の体制を継続 

こども  発症後6日目から感染症対策をして受診可 

濃厚接触者 

である患者の 

受診禁止期間 

中 央 最終接触から５日間受診禁止 陽性者の発症日から５日間原則受診禁止 

こころ 最終接触日から１０日間受診禁止 

受診禁止期間の廃止 
こども 

不完全隔離：最終接触日から１０日間受診禁止 

完全隔離：最終接触日から５日間受診禁止 

正面玄関での 

体温チェック 

中 央  サーモグラフィーの撤去  

こころ サーモグラフィーを正面玄関に設置し、職員を配置 サーモグラフィーは継続、職員の配置を廃止 

こども  ５類移行前の体制を継続 



- 3 - 

２ 医療人材の教育・研修機能の充実・強化について（中央病院） 

 

（１）若手医師等の確保・養成 

本県への医師の定着を図るためには、若手医師の確保・養成が不可欠である。 

中央病院においても、教育・研修機能の充実に取り組んできたところであり、令和４

年度には臨床研修医、専攻医を過去５年間で最も多く受け入れることができた。 

今後とも教育・研修体制を充実・強化し、魅力ある病院づくりを進め、本県の医療を

担う医師を育成していく。 

 

ア 臨床研修医（初期研修医）の確保・養成 

中央病院では、平成２６年に臨床研修センターを設置し、77人（※）の臨床研修指

導医による実践的な指導のもと、臨床研修医が多様な領域で研修を行える環境を提供

している。                           ※R5.4.1現在 

 

○臨床研修医の推移（年換算） 

年 度 H30 R1 R2 R3 R4 

中 央 病 院 研 修 20.0人 17.0人 20.0人 23.0人 22.0人 

他 院 か ら の 研 修 7.0人 7.5人 2.9人 3.5人 5.1人 

合 計 27.0人 24.5人 22.9人 26.5人 27.1人 

 

イ 専攻医（後期研修医）の確保・養成 

本県において将来的に不足が見込まれる内科と外科では、専攻医の研修プログラム

を開設しているほか、その他の診療科においても大学病院等の連携施設として他院の

専攻医を受入れており、将来、茨城県全域を支える専攻医の養成に取り組んでいる。 

 

○専攻医の推移（年換算） 

年 度 H30 R1 R2 R3 R4 

中 央 病 院 研 修 

(中央病院プログラムで研修中の専攻医数) 

5.0人 

(5.0人) 

2.0人 

(3.0人) 

2.0人 

(2.0人) 

4.0人 

(4.0人) 

5.5人 

(7.0人) 

他 院 か ら の 研 修 18.7人 20.7人 29.2人 22.9人 26.8人 

合 計 23.7人 22.7人 31.2人 26.9人 32.3人 
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ウ 研修機能の確保 

   研修医の教育環境を向上させるため、平成３０年に建設した研修棟においては、研

修医が２４時間使用可能な医療スキルトレーニング室が整備されており、大学病院と

同等の教育が院内で行える。 

   医学部生や看護学部生への講習会も同室で行っており、医療職を目指す学生の実習

施設としての役割を果たしている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）医療人材の教育・養成 

    本県のがん医療の中心的役割を担う都道府県がん診療連携拠点病院として、本県のが

ん診療の質の向上を図るため、地域で活躍する医師や看護師、薬剤師等を対象とした研

修会を開催し、医療人材の教育・養成に取り組んでいる。 

 

○令和４年度の開催実績 

研修内容 開催時期 対象者 
参加人数 

 うち他院から 

がん診療連携拠点病院機能強化講演会 R4.4,11 医師等 111人 86人 

がん登録部会研修会 R4.5,11 がん登録実務者 140人 134人 

ELNEC=J看護教育プログラム R4.7 看護師 22人 7人 

がん相談支援事業者研修会 R4.9.10,11.R5.3 がん相談従事者 119人 101人 

県央地区薬薬連携研修会 R4.10 薬剤師 358人 336人 

緩和ケア研修会 R4.10 看護師等 14人 5人 

乳がん画像診断研修会 R4.11 放射線技師等 39人 29人 

県央地域・緩和ケアネットワーク「症例検討会」 R5.2 医師 60人 38人 

がん診療連携拠点病院等研修会 R5.2 医師等 35人 28人 

がん診療連携協議会放射能治療部会研修会 R5.3 医師等 97人 不明 

放射線治療技術研修会 R5.3 放射線技師等 56人 47人 

計 1,051人 811人 

 

 

 

 

        

スキルトレーニング室でのダミー人形を用いた 
気管挿管トレーニング 

 

スキルトレーニング室とトレーニング資器材 
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３ 新型コロナウイルス罹患後精神症状外来の継続について（こころの医療センター） 

 

こころの医療センターでは、令和４年７月１日から新型コロナウイルス罹患後精神症状外来

を開設し、本年６月までの期間限定外来として、特に対応困難な精神症状のある方を対象に鑑

別及び治療方針決定を目的とした診療を行ってきた。 

これまで患者の鑑別を行い、紹介元のかかりつけ医療機関等に逆紹介をしてきたところだ

が、現在も受診を継続中の患者がいることなどを踏まえ、７月以降も当面の間は外来を継続し

ていく。 

 

○実績（令和５年５月３１日現在） 

  ・受診者数（延べ受診回数） ２５人（８６回） 

  ・逆紹介した人数      １７人 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

• 診察の流れ

こころの医療センター
対応困難な
精神症状のある
患者等を紹介

火曜15:00～16:00

外来設置体制

令和４年７月１日～
当面の間（未定）

設置期間
コロナの身体症状で

説明可能

コロナの精神症状で
説明可能

コロナ以外の精神疾患が
問題

一般身体科
医療機関

一般精神科
医療機関

医師会コロナ
罹患後外来
（身体）

医師会コロナ
罹患後外来
（精神）

新型コロナ罹患後
精神症状外来

かかりつけ
医療機関

医師会コロナ
罹患後症状外来

１．紹介 ２．診たて ３．逆紹介

鑑
別

治
療
方
針
決
定



- 6 - 

４ きょうだい支援シンポジウムの開催について（こども病院） 

 

こども病院では、退院後に在宅での医療が必要となる患者と家族が、地域で安心して暮ら

せるようにするための取組を行っている。 

近年「ヤングケアラー」が社会問題として注目されていることから、昨年度は、小児在宅

医療の関係者を対象に、病気や障がいのある子どもの兄弟や姉妹の悩みや不安を理解すると

ともに今後の支援に役立てることを目的とした「きょうだい支援シンポジウム」を開催した。 

今後もこうした取組により、小児在宅医療への理解促進と関係機関の連携強化を図り、小

児在宅医療の質の向上を図っていく。 

 

（１）開催日 令和５年３月１９日（日） 
 

（２）参加者数 ３８名 

（県・市の保健福祉担当課、医療機関、 

介護福祉施設、学校等関係機関の担当 

職員等） 

 

（３）内 容  

【講演】 

・病気のある子どもの「きょうだい」の気持ち 

ＮＰＯ法人しぶたね 理事長         清田 悠代 氏 

           プログラムディレクター 眞利 慎也 氏 

 

※「きょうだい支援」とは 

「きょうだい」とは、病気や障がいのある子どもの兄弟、姉妹のことを指す。 

子どもが大きな病気になると生活が病気の子ども中心となるため、きょうだいは寂し

く不安な気持ちになったり甘えたい気持ちを我慢するなど様々な課題を抱えている。 

「きょうだい支援」とは、このようなきょうだいや家族のためのサポートである。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

きょうだい支援シンポジウムの様子 
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５ 県立３病院の令和４年度決算概況（速報）について 
 

  ※数値は速報値のため、最終決算までに変更となる可能性がある。 

 

（１）令和４年度決算の概況 

【収益的収支】 

 ３病院合計で 15 億 57 百万円の純利益を計上 

 （主な要因は新型コロナウイルス感染症患者受入病床確保補助金31億 97百万円の計上） 

 

 ＜３病院の状況＞ 

 ・中央病院 → 純利益を計上 14 億 29 百万円 

    R3 ：30 億 26 百万円→ R4 ：14 億 29 百万円（前年度比△15億 97 百万円） 

    （新型コロナウイルス感染症患者受入れに伴う病床確保補助金の減） 

 ・こころの医療センター → 純損失を計上 2 億 83 百万円 

   R3 ：2億 10 百万円→ R4 ：△2億 83 百万円（前年度比△4 億 93百万円） 

    （新型コロナウイルス感染症患者受入れに伴う病床確保補助金の減） 

 ・こども病院 → 純利益を計上 4億 11 百万円 

   R3：1 億 87 百万円→ R4：4億 11 百万円（前年度比＋2 億 24百万円） 

    （新型コロナウイルス感染症患者受入れに伴う病床確保補助金の増) 

 

（２）一般会計繰入金 

新型コロナウイルス感染症対策経費に係る繰入等の減により、前年度比 

6 億 23 百万円減額し、総額 54 億 39 百万円 

 

【参考１】収支状況（前年度比較）                    （単位：百万円） 

 
中央病院 

こころの 

医療センター 
こども病院 ３病院合計 

R3 R4 R3 R4 R3 R4 
R4 

（参考）※2 
R3 R4 

（1）収益的収支 3,026 1,429 210 △283 187 411 411 3,423 1,557 

 収益的収入 22,100 21,244 4,332 3,689 1,487 1,426 6,519 27,919 26,359 

  医業収益 14,549 15,229 2,830 2,649 42 40 4,703 17,421 17,918 

  
病床確保 
補助金 

3,845 2,753 426 71 218 373 373 4,489 3,197 

 収益的支出 19,074 19,815 4,122 3,972 1,300 1,015 6,108 24,496 24,802 

  医業費用 18,220 18,832 3,977 3,810 1,226 924 6,017 23,423 23,566 

(2)資本的収支 △841 △667 △152 △124 △311 △272 △272 △1,304 △1,063 

(3)資金収支(※1) 2,687 1,384 244 △274 △56 224 224 2,875 1,334 

 ※１：非資金（減価償却費や引当金等の実際の資金の増減を伴わないもの）を除く収益的収支と資本

的収支を連結したキャッシュベースでの収支。 

 ※２：病院全体の状況を表すため、県及び指定管理者の数値を合算したもの。 
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【参考２】繰入金（前年度比較）                     （単位：百万円）                                    

 
中央病院 

こころの 

医療センター 
こども病院 本庁 合計 

R3 R4 R3 R4 R3 R4 R3 R4 R3 R4 

医療分(※3) 2,870 2,521 1,105 1,083 1,424 1,279 99 5 5,498 4,888 

 新型コロナ対策(※4) 366 ‐ 7 ‐ 80 ‐ ‐ ‐ 453 ‐ 

教育・研修事業分(※5) 426 413 71 71 67 67 ‐ ‐ 564 551 

合 計 3,296 2,934 1,176 1,154 1,491 1,346 99 5 6,062 5,439 

増 減  △362  △22  △145  △94  △623 

 ※３：救急医療、精神、小児など政策医療の提供に要する経費、建物等の償還金のうち国の繰出基準

に該当する経費、病院局設置前の一般会計在職期間等に係る退職給与金などに対する繰入金。 

 ※４：新型コロナウイルス感染症患者受入に伴う医療従事者応援金相当額、機器整備費等（新型

コロナウイルス感染症対応地方創生臨時交付金対象）に対する繰入金。 

 ※５：研修医の指導医人件費など、医療人材の教育や研修に要する経費に対する繰入金。 
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県出資団体等改革工程表 
（令和５年第２回定例会保健福祉医療委員会資料） 

 

 

 

 

病 院 事 業 会 計  ・・・・・・・・ ２ 

 

 

 

 

 

令和５年６月１６日 

病  院  局 

病院局資料２ 



改革工程表２（年度別実行計画）

改革方針

１　第４期病院改革の推進

評価・提言

２　地域医療充実への貢献 ○中央病院 ○こころの医療センター ○こども病院
【業務目標の設定】

【30年度実績】 【元年度実績】 【2年度実績】 【3年度実績】 【4年度実績】

○中央病院 ○中央病院 ○中央病院 ○中央病院 ○中央病院

H30実績 R1実績 R2実績 R3実績 R4実績

13,217 12,639 10,476 12,158 11,889

170 164 157 167 130

27.0 24.5 22.9 26.5 27.1

23.7 22.7 31.2 26.9 32.3

○こころの医療センター ○こころの医療センター ○こころの医療センター ○こころの医療センター ○こころの医療センター

H30実績 R1実績 R2実績 R3実績 R4実績

1,259 979 1,023 894 640

55 175 276 328 328

4 4 4 4 4

5 6 6 6 3

地域連携・
支援体制
の強化

アウトリーチ訪問
件数

87

診療機能
の充実・強
化

救急患者数

精神科リハビリテーション実施人数

医療人材
の教育・研
修機能の
強化

初期研修医受入
数（年換算）

後期研修医受入
数（年換算）

逆紹介率 94.4

診療機能
の充実・強
化

救急患者数

放射線治療（IMRT）件数

医療人材
の教育・研
修機能の
強化

初期研修医受入
数（年換算）

後期研修医受入
数（年換算）

区分 目標項目

運営評価委員会〔H30.11〕 運営評価委員会〔R1.10,R2.2〕 運営評価委員会〔R2.10,R3.2〕 運営評価委員会〔R3.9,R4.2〕 運営評価委員会〔R4.12〕

区分 目標項目

地域連携・
支援体制
の強化

逆紹介率 97.0

区分 目標項目

地域連携・
支援体制
の強化

逆紹介率 88.2

精神科リハビリテーション実施人数

目標項目

地域連携・
支援体制
の強化

逆紹介率 90.7

区分 目標項目

地域連携・
支援体制
の強化

診療機能
の充実・強
化

救急患者数

放射線治療（IMRT）件数

60

診療機能
の充実・強
化

救急患者数

精神科リハビリテーション実施人数

医療人材
の教育・研
修機能の
強化

初期研修医受入
数（年換算）

後期研修医受入
数（年換算）

医療人材
の教育・研
修機能の
強化

初期研修医受入
数（年換算）

後期研修医受入
数（年換算）

区分 目標項目

地域連携・
支援体制
の強化

アウトリーチ訪問
件数

救急患者数

精神科リハビリテーション実施人数

医療人材
の教育・研
修機能の
強化

初期研修医受入
数（年換算）

後期研修医受入
数（年換算）

医療人材
の教育・研
修機能の
強化

初期研修医受入
数（年換算）

後期研修医受入
数（年換算）

区分 目標項目

地域連携・
支援体制
の強化

アウトリーチ訪問
件数

診療機能
の充実・強
化

救急患者数

放射線治療（IMRT）件数

107

診療機能
の充実・強
化

診療機能
の充実・強
化

救急患者数

放射線治療（IMRT）件数

医療人材
の教育・研
修機能の
強化

初期研修医受入
数（年換算）

精神科リハビリテーション実施人数

医療人材
の教育・研
修機能の
強化

初期研修医受入
数（年換算）

後期研修医受入
数（年換算）

平成30年度

目標項目

135

診療機能
の充実・強
化

救急患者数

在宅医療に関する連携機関数

86.9逆紹介率

初期 2.2人→ 6.0人
後期14.8人→15.0人

 初期・後期研修医受入数（年換算）

救急患者数

アウトリーチ訪問件数

基礎数（H28実績）→目標（R5まで）区分

初期・後期研修医受入数（年換算）

令和元年度 令和2年度

初期 　　　　　→ 3.3人
後期 　　　　　→ 3.0人

区分 目標項目

　平成30～令和5年度を計画
期間とした，茨城県病院事業
中期計画（平成29年度策定
「以下 中期計画とする」）を指
針とした計画的な病院運営を
図る。

　中期計画において，各病院
の業務目標を設定した。令和5
年度までにこの目標の達成を
目指していく。 1,401人→1,680人

逆紹介率

0人→600人132件→250件

初期27.8人→32.0人
後期26.0人→30.0人

区分 目標項目

地域連携・
支援体制
の強化

診療機能の充実・強
化

アウトリーチ訪問
件数

78.6%→85.0%

初期・後期研修医受入数（年換
算）

後期研修医受入
数（年換算）

医療人材の教育・研
修機能の強化

初期研修医受入
数（年換算）

14,239件→15,000件

地域連携・
支援体制
の強化

区分 目標項目

地域連携・支援体制
の強化

診療機能
の充実・強
化

救急患者数

救急患者数

放射線治療（IMRT）件数

医療人材
の教育・研
修機能の
強化

放射線治療（IMRT）件数

会計名及び部局・課名 病院局経営管理課病院事業会計

病院事業管理者，病院局長，経営管理課長，
総務部長，財政課長

令和4年度

2,884件→5,800件

救急車受入台数 1,409台→1,500台

基礎数（H28実績）→目標（R5まで） 目標項目

改革遂行責任者

令和3年度

76件→150件

外来リハビリテーション件数

28施設→65施設

基礎数（H28実績）→目標（R5まで）

令和5年度

後期研修医受入
数（年換算）

区分 目標項目

地域連携・
支援体制
の強化

アウトリーチ訪問
件数

67

診療機能
の充実・強
化

救急患者数

精神科リハビリテーション実施人数

医療人材
の教育・研
修機能の
強化

初期研修医受入
数（年換算）

後期研修医受入
数（年換算）

第４期病院改革期間
茨城県病院事業中期計画を指針とした計画的な病院運営（業務目標・収支計画の設定，経営改善の推進）

県議会， 茨城県立病院運営評価委員会等

6人
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○こども病院 ○こども病院 ○こども病院 ○こども病院 ○こども病院

H30実績 R1実績 R2実績 R3実績 R4実績

1,714 1,867 1,292 1,800 2,502

3,543 4,002 2,914 2,873 1,507

2.1 2.7 2.3 2.8 2.9

15.8 15.2 18.5 19.0 16.4

３　経営基盤の安定・強化

［経常収支比率]（％） ［経常収支比率]（％） ［経常収支比率]（％） ［経常収支比率]（％） ［経常収支比率]（％） ［経常収支比率]（％）
H30計画 H30実績 R1計画 R1実績 R2計画 R2実績 R3計画 R3実績 R4計画 R4実績 R5計画

中央 101.3 100.2 中央 101.0 99.7 中央 102.0 106.8 中央 102.0 115.8 中央 102.3 107.2 中央 102.0

こころ 100.4 99.3 こころ 100.5 97.7 こころ 100.2 101.7 こころ 100.1 104.9 こころ 99.5 93.0 こころ 99.6

こども 100.7 102.7 こども 103.1 103.1 こども 102.1 103.1 こども 102.5 103.1 こども 102.4 106.7 こども 102.9

［繰入金（医療分）］(百万円） ［繰入金（医療分）］(百万円） ［繰入金（医療分）］(百万円） ［繰入金（医療分）］(百万円） ［繰入金（医療分）］(百万円） ［繰入金（医療分）］(百万円）
H30計画 H30実績 R1計画 R1実績 R2計画 R2実績 R3計画 R3実績 R4計画 R4実績 R5計画

中央 2,421 2,260 中央 2,619 2,345 中央 2,726 2,520 中央 2,711 2,870 中央 2,676 2,521 中央 2,687

こころ 1,158 1,069 こころ 1,131 1,061 こころ 1,162 1,041 こころ 1,202 1,105 こころ 1,207 1,083 こころ 1,190

こども 1,162 1,161 こども 1,342 1,315 こども 1,352 1,331 こども 1,359 1,424 こども 1,358 1,279 こども 1,234

本庁 123 137 本庁 123 111 本庁 123 111 本庁 123 99 本庁 123 5 本庁 123

計 4,864 4,627 計 5,215 4,832 計 5,363 5,003 計 5,395 5,498 計 5,364 4,888 計 5,234

（参考）
［収支計画］ （H30実績） ［収支計画］ （R1実績） ［収支計画］（R2実績） ［収支計画］（R3実績） ［収支計画］（R4実績） ［収支計画］

中央 こころ こども 中央 こころ こども 中央 こころ こども 中央 こころ こども 中央 こころ こども 中央 こころ こども

83.4% 82.4% 91.4% 82.5% 78.4% 88.6% 64.8% 78.1% 84.4% 64.9% 72.7% 78.6% 68.5% 67.5% 78.3% 90.7% 87.1% 94.8%

64,873 25,509 93,100 66,523 26,501 100,296 72,662 26,987 116,412 74,349 27,803 105,097 74,532 27,508 106,111 71,000 26,000 90,000

21,710 7,246 26,394 23,366 7,409 24,663 25,233 7,344 23,759 24,520 7,305 23,157 24,273 7,202 25,724 22,000 7,500 25,000

区分 目標項目

地域連携・
支援体制
の強化

在宅医療に関す
る連携機関数

31

診療機能
の充実・強
化

救急車受入台数

外来リハビリテーション件数

医療人材
の教育・研
修機能の
強化

初期研修医受入
数（年換算）

後期研修医受入
数（年換算）

31

区分

項目

項目

項目

項目

項目

項目

項目

項目

診療機能
の充実・強
化

救急車受入台数

外来リハビリテーション件数

医療人材
の教育・研
修機能の
強化

初期研修医受入
数（年換算）

後期研修医受入
数（年換算）

区分

項目

区分 目標項目

地域連携・
支援体制
の強化

在宅医療に関す
る連携機関数

医療人材
の教育・研
修機能の
強化

初期研修医受入
数（年換算）

後期研修医受入
数（年換算）

目標項目

地域連携・
支援体制
の強化

在宅医療に関す
る連携機関数

34

診療機能
の充実・強
化

救急車受入台数

外来リハビリテーション件数

区分 目標項目

地域連携・
支援体制
の強化

在宅医療に関す
る連携機関数

外来単価（円） 外来単価（円）

項目

項目

病床利用率

項目

入院単価（円）

外来単価（円）

入院単価（円）

病床利用率

入院単価（円）

外来単価（円）

病床利用率

入院単価（円）

外来単価（円）

項目

病床利用率病床利用率

目標項目

項目項目項目

　上記２の地域医療充実への
貢献の取組みと併せて，将来
にわたり高度・専門医療など
必要な医療を提供していける
よう経費節減や収益確保対
策，未収金対策などに取り組
む。

診療機能
の充実・強
化

救急車受入台数

項目

医療人材
の教育・研
修機能の
強化

外来リハビリテーション件数

初期研修医受入
数（年換算）

後期研修医受入
数（年換算）

29

病床利用率

入院単価（円）

外来単価（円）

項目

地域連携・
支援体制
の強化

在宅医療に関す
る連携機関数

入院単価（円）

32

診療機能
の充実・強
化

救急車受入台数

外来リハビリテーション件数

医療人材
の教育・研
修機能の
強化

初期研修医受入
数（年換算）

後期研修医受入
数（年換算）

中期計画の着実な実行により，経営基盤の安定・強化を図る
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